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米国立公文書館で私が日本
分割占領案を発見したニュー

駄駄　藍
と自らに言い聞かせた｡

ところがである｡あ

領下に置きたいとの｢つつまんい要求｣を拒否したo米軍部は北海道と東北地方全域を

ロ　ソ連軍占領下に置くことを考

専門家に

放心

｣ノ案したが､

ン大統領

私は眠れぬ夜を過ごし､学者生命を絶たれる恐怖にうなされた｡
愁眉を開いたのは､国際政

治学会の春の大会に報告を帝

家の打ちおろしにもひるまなかった若武者と学会で認められることになった｡
学会には正義も良心もある

と思った｡秋の学会でお目に

ト一打一二で1-Jq l一丁.I-仰~-

よる批判日本分割占領案

当時､日米関係史
研究で学界をリードしていたのは､国際政治学会理事長になる細谷千博一橋大教授や､太平洋を行き来しっつシャープに議論をする入江昭シ

なる論文が掲載された｡著者｣は労働経済分野で､早くから米国原文書の調査を進めてい

ったのである｡-分割占領案はわずか2日で

学会報告の質疑で一転

玉

カゴ大学教授らであった｡彼らが私の報道を批判した.｡米国政府の政策決定過程の中に位置づげもせず､1点の衝撃的文書に騒いでいると｡
幾分センセーショナルに書

かれた新聞記事を読んだ時､実は私もそう感じ､畠心地悪さを卑見ていた｡いずれしっかりした論文を書く他はない

館でその文書を見たが､

米国立公文書館で見つけ

かかると､細谷教授が｢その節は失礼しました｡私が間違っていました｣と明言され確驚き､敬意を覚えた｡私は学会

･か　え　ん

告を敷宿して､国法学会の｢国際法

割案｣道をにぎわしている若者は幻を見たのではない卦-
論文を読んで､蘭違いの理

由がすぐに分かった｡分割案の文書が生まれた2日後の8

ワシントンから閏年2月に送られてきた3000.1h Iの原文め､ハーバード大学での研究に

文書は膨大であり､誰しも見落とすことはある｡しかし､見落とんた者が､克た者を否定するのはいかがなものかo
私は総合雑誌の編集部に手

紙を書き､事情を説明して反

書を､私はなめるように読んだ｡それを基に､日本占領軍の構成について学会報告を行った｡質疑に移ると､鰍谷教授が真っ先に立って､三ヵ条切質問もしくは糾弾の演説を行った｡私は資料的根拠をも

際して心のこもったホストをして下さった｡｢幻｣とされ乃発壁も､不自由になった身をおしてハ-バ-ド大学の私の研究室を訪ね､高齢研究の出版を励まされた｡
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